
 

 
 

 

2026 年 2月 13 日 

 広島国際空港株式会社 

国内線保安検査場 スマートレーンの運用開始について 

 

広島国際空港株式会社は、国内線保安検査場にスマートレーン 2基を導入します。 

1 基目は 2026 年 2 月 26 日、2 基目は 3月中旬から順次運用を開始する予定です。 

これまで保安検査時に手荷物から取り出す必要があったパソコンやペットボトル  

などの液体物を取り出さずに検査を行うことが可能となります。加えて、1 レーンに   

つき複数人が同時に検査準備を行うことができるため、準備が整ったお客様から順に 

検査へ進むことが可能となり、検査に要する時間の短縮が見込まれます。また、トレー

の搬送が自動化され保安検査員の負担が軽減され、労働環境の改善にもつながります。 

なお、中四国地方で初めての導入となります。 

※スマートレーン導入後も一部既存のレーンが残るため、パソコンやペットボトルの取り出しが必要と 

なる場合があります。 

※工事の進捗等により、導入時期が変更となる場合があります。 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
広島国際空港株式会社 広報担当 TEL：0848-60-8108（平日 9：00～17：00） 

検査準備台 

手荷物受取台 

トレー返却口 

お客様動線 

スマートレーンの構成イメージ 


